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大気シミュレーションモデルによる放射性物質拡散予測

甲状腺被ばく等価線量 最高濃度分布図

拡散予測前提条件

② 放出量   ::」 ウ斗: 2.IXl()16Bq

(持�ll!"; ‐ケ|(「 ′」Jじ tじ |'F お〕! 151711士 ヽ 17‖キのllli定 放出 litは 22,(1()16Bq)

③ 方欠出時間 :611キ 1日

④ 排出高さ :ダ i311・ l(約 11111～ 73nl)

⑤ 放出想定発電所 :1対山iL),人 倣Jじ 1也 1所

⑥ シミュレーション日の選定方法 :

2olo 41iの アスタスσ)データを
'1上

に、i上 ?iりI(に 影袢が大きくなると考えら1と る |を 設定する「

選定方 Iムは以 ドに′〕く司 ,

・引ヒの風 (llHttllLl～ 求北Ⅲt)が長‖寸|lilに なる卜|

・Щi⊥が枢やかな旧

士liど に洋)てはまる ||を 1か ||(こ う ||(イ  iキ 16()||,¬ |||lt_、 さら十二十111出 tフ た ||か 'L I十 に1ヒ

か liサ 西北山の 1民か li風ドilで ある ||を 各川 3日 十年十111B611)れ |||||し 、た‖tttiヒ ||千 か lLい )ミ 止レ

,:」 ,を・

'こ

方伍する !

つ 積算線量の計算方法 :

れ 1中 |の醍 1上 を用 |ゝ て lilケ i上を |」
il)、
11↓ |十に とJ)破 はく線 lttを I「

「ケLし 、2411111+!う )ヽ を手す(ケ ,

⑤ 屋外・屋内滞在時間 :卜 ItクトS‖十1111 il内 16刊子II!

図示方法  :|)6ケ‐ ムリ )ミ :Lし ~｀ シ 13結 昇とか 1‐ふ 1虎 liE上 1虹 となる (ht ω分れ〕を′|■ |
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大気シミュレーションモデルによる放射性物質拡散予測

甲状腺被ばく等価線量 基準超過出現回数分布図

拡散予測前提条件

① 放出量  ::ヨ ウ斗( 24〉〈lt)16Bq r狩 汗ヽ1"j‐原 r力究;ヒ ),子 ′,こ態予】Ull)
(竹�下Iケゲj 》|(1・ 力究 いヽ

'7 ,1川

1511711+～ 17+lυ )||に 定放 |キ |IIIは 22× 10´ 16Bq)

② 放出時間  :6‖ +||キ |

③ 排出高さ  ;捕 :Ⅲ 旧 (約 11111ヽ 73111)

④ 放出想定発電所 :1士 l ll14 1ヒ カ)く販究ILI千

⑤ シミュレーション日の選定方法  i

2()10年 のアスゲスの デ`ータを),:に 、滋賀りI(に I杉袢がメくきくなると考えられる日を i党定するぅ

選定 /」 Iツ はヽ以 ドに示すr

・北の風 (lL ttllHへ 束北】C)が長‖寺|‖になるH

・風】:が概やかな日

に花!にあてはまる|を 1か
'1に
5 1(午 |||〕 6011)れ III Iし 、さ 1う にれ|1出 した ||か ら、特にJヒ

か `3山 Jヒ山の風が i:賦 1占 lである||を 各川 311(午 ||十 136日 〉れ|||||し 、人倣究lL1liか らのうミコし′

―ションを'え t伍→
~る

O積 算線孟の計算方法 :併il肝イの洪履を||lt lて til'Iをイ〕い、111キ |キ
キ:こ との破ばく線11:を liげ |し 、

21ド +||十 1//」
kを十t'F.

⑦ 屋外 ,屋内滞在時間 t htクト8時 |||1 離内 16ド「|||

⑤ 図示方法 i36ケーkに ljいて、安定コウ来斉11倍ち|‖t川判断岬伴以 i(II状 l泉被ばく
′
埼:mi務 11と

50nkS tt li)と な為 IⅢ I放 を示す t
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大気シミュレーションモデルによる放射性物質拡散予測

甲状腺被ばく等価線量 基準超過出現回数分布図

拡散予測前提条件

③ 放出量  :ヨ ウ引1 2_1× l()16Bq (仲 ,i‖ `jttj‐悩tr‐ )」梵lL所  'こ態 ,tttin)
(枠 i ll↓第 ‐属iJ・

'J尭
↑也|'F 3111511711手 ～1711!「げ)|に定放|||IIIは 22沢 ]0 16Bq)

⑩ 放出時間 :6111111

⑪ 排出高さ !第 お‖11(約 14111ヽ‐7と〕tll)

⑦ 放出想定発電所  :1川 P町 lL',入飯発iヒ所

① シミュレーション日の選定方法 :

2010イ liのアスクヱ のデータを
'1:に

、滋!て ,「tに影糾が大きくなると考えら
'と

る日を設定する.

選定方Iムは以 ドに示す

。北の風 (llbttllLl～ 舛〔北】〔)が長|1士 ||||になる ||

・風速が緩やかな日

ll iじ にあてはまるキ|を 1か ll(■ 5日 (イ lillキ 160日 )打 |||lt´ 、ヽらに小|1出 tン たHか 1う 、牛↓に北

か
'ら
lll tt lt 9)風が に風1占 Iである |を 各||:〕 ||(午 円 3611)¬ |||||し ,大 iJk Jё 4ヒ∫lrlか lDの シミュレ

ーショ)を
'こ

施する

くう 積算線量の計質方法 :狛 1旧 の洪|だを|||いて|:|う|を fFい 、11子 ||に との披ばく線 lttを I「「鼻し、

24‖ |,ドキ十分をれ
li算
」

0屋 外・屋内滞在時間 :肝クト8‖十111![11i蜘 16‖ rl常 |
① 図示方法  :16ケ ースにおいて 怯ヽ内選メどの )||'件り、li(|li状 ‖オ【被ばく牛 llliキ来I:100inS以 上)

にな /hD I山 1災を隊|′ lヽ する今

θθ


